
わかたけのう

東京都新宿区矢来町60番地  TEL 03-3268-7311
＜矢来能楽堂＞

や  らい のう がく どう

●正面席・・・・・・・・・・・・・・・・・・6,600円
●脇正面・中正面 席・・・・・5,500円
●学生券（脇正面・中正面）・・3,300円
※要学生証（26歳未満）・未就学児童入場不可

若竹能チケット料金

主催・公益社団法人  観世九皐会

チケット申込

電話：03-3268-7311　FAX：03-5261-2980
http://yarai-nohgakudo.com（お申し込みフォームからご予約いただけます。）
ticket@yarai-nohgakudo.com

お問合せ＜矢来能楽堂＞

＜2月・7月セット割引券＞
1000円引き

　2月26日（日）まで発売
(矢来能楽堂のみ取り扱い・学生券を除く )

観劇ポータルサイトオンラインチケットサービス　

■ＷＥＢ予約　
    http://confetti-web.com/

■電話予約　 カンフェティチケットセンター
    0120-240-540（受付時間　平日 10：00 ～ 18：00）

ご予約後すぐにセブン-イレブンで
チケットが受け取れます。 

予約有効期間内に、払込票番号をお近くのセブン-イレブンのレジまでお持ち下さい。

7月公演2月公演

◆チケット発売中

若竹能とは
観世九皐会当主・観世喜之門下の毎月行われる若手稽古会より発足し、研究公演として、平成5年より平成20年まで31回の公演
を行って参りました。3年間の充電期間を経て、 さらなる芸の向上を目指し、平成24年より活動を再開させて頂いております。
今後とも何卒よろしくお願い申し上げます。 九皐会　若竹会一同

矢来能楽堂座席表

舞台

中正面 正面

座敷正面座敷中正面

脇正面

中正面
正面

＊許可のない撮影、録音は一切禁止です。
＊記載の演目・演者等はやむを得ない都合により変更になる場合がございます。
＊許可のない録音、撮影は一切禁止です。
＊上演中、携帯電話は電源からお切りください。
＊演能やほかのお客様の迷惑となる行為はご遠慮願います。場合によっては退場していただく
　こともございます。

・ 体調不良の方は、当日でもご来場をお控え下さい。
・ ご入場の際は必ずマスクをご着用ください。
・ 入口にて手指のアルコール消毒と検温にご協力下さい。
・ 37.5℃以上の発熱がある方は入場をお断りさせていた 
 だくことがございます。
・ 感染予防のため、矢来能楽堂ホームページに記載の「矢
 来能楽堂における感染予防措置」にご協力ください。
・ 社会状況や行政機関などによる指示、各種ガイドラ
 インの変更・更新等に伴い、内容に変更がでる場合
 がございます。
・最新情報は矢来能楽堂ホームページや公式ツイッター
 などでも随時お知らせいたします。
 http://yarai-nohgakudo.com/

ご来場の際のお願い

長山 耕三
(ながやま  こうぞう)

「野宮」シテ
1973 年生

（公社）能楽協会（公社）観世九皐会
所属　三世観世喜之に師事
石橋 2001年　猩々乱 2003年
道成寺 2008年 披演
関西を拠点に活動し芦屋に構える芦屋
能舞台にて、地域の方々にも能楽の
普及活動に取り組む。
＜芦屋能舞台＞ashiya-nohbutai.com

坂 真太郎
(ばん しんたろう )

「養老」シテ
1972 年生

（公社）能楽協会東京支部常議員
（公社）観世九皐会    三世観世喜之に師事
故坂真次郎の長男　観世流真能社主宰
1975 年初舞台  石橋 2001年　乱 2002年
道成寺 2008 年
東京藝術大学音楽学部邦楽科能楽専攻
卒業　安宅賞受賞　NHK 大河ドラマでの
能楽シーンに多数出演　浅草寺境内での
「台東薪能」でシテを勤める   （一社）日本
能楽会会員（重要無形文化財総合指定）

佐久間 二郎
（さくま じろう）

「葵上」シテ
1972 年生

（公社）能楽協会（公社）観世九皐会
三世観世喜之および中森晶三に師事
佐久間二郎能の会「三曜会」主宰
猩々乱 2000年　石橋 2002年　
道成寺 2006年
東京での活動のほかに、地元・山梨
で薪能やワークショップを催すなど、広
く能楽の普及に努めている。日本能楽
会会員（重要無形文化財総合指定）

遠藤 喜久
（えんどう よしひさ）

「俊寛」シテ
1962 年生

（公社）能楽協会（公社）観世九皐会所属
三世観世喜之および 故・遠藤六郎に師
事    遠藤喜久の会     観世流喜久謡会主宰
道成寺 2000年　安宅 2014年
砧 2015年　翁 2019年　
半蔀《立花供養》2021年
ブログ「能楽夜ばなし」にて能楽師の日
常を綴る。東京、埼玉、秋田にて能楽指
導中。日本能楽会会員（重要無形文化
財総合指定）

＜全席指定＞
（税込）　心

  第 1 日  令和 5年  2月 26日（日）　　　    午後１時開演（午後 12時30分開場）
  第 2 日  令和 5年  7月 23日（日）　　　    午後１時開演（午後 12時30分開場）
                    【神楽坂・矢来能楽堂】

葵
上
葵
上

俊
寛
俊
寛

九
皐
会 

若
竹
能

九
皐
会 

若
竹
能養

老
養
老
野
宮
野
宮

恋
慕
、
執
心
、
孝
行
、
望
郷―
―
―

時
空
を
超
え
て
綴
ら
れ
る
４
つ
の
心
。

地下鉄東西線

都営大江戸線

早稲田通り 花屋 AKOMEYA
TOKYO
in la kagu-

牛
込
中
央
通
り

床屋
ファミリーマート

セブンイレブン
牛込北町

新潮社本館

コインパーキング
薬局

新潮社
別館

神楽坂駅
矢来口

セブンイレブン ファミリーマート

牛込神楽坂駅
A1出口大久保通り

飯田橋

新宿

早稲田

矢来能楽堂
YARAI NOH STAGE

飯田橋

中外医学社



　
能
　
　

野
　
宮

◆ 
二
月  

若
竹
能  

令
和
五
年
二
月
二
十
六
日
（
日
）
午
後
一
時
開
演

◆ 

七
月  

若
竹
能  

令
和
五
年
七
月
二
十
三
日
（
日
）
午
後
一
時
開
演

終
演
予
定
　
午
後
四
時
五
十
分

終
演
予
定
　
午
後
四
時
三
十
分

休
憩
二
十
分

休
憩
二
十
分

休
憩
十
分

休
憩
十
分

後
見
　
小
島
　
英
明

　
　
　
駒
瀬
　
直
也

ワ
キ（
旅
僧
）　
殿
田
　
謙
吉

N
onom

iya

　
能
　
　

葵
　
上
　

A
oinoue

（
午
後
十
二
時
三
十
分
開
場
）

（
午
後
十
二
時
三
十
分
開
場
）

大
鼓
　
大
倉
慶
乃
助

小
鼓
　
鵜
澤
洋
太
郎

笛
　
　
一
噌
　
隆
之

笛
　
　
松
田
　
弘
之

後
見
　
桑
田
　
貴
志

　
　
　
遠
藤
　
喜
久

ワ
キ
ツ
レ（
大
臣
）　
村
瀬
　
　
慧

　
　       

ア
イ（
下
人
）　
山
本
凛
太
郎
　

ア
イ（
里
人
）　
山
本
泰
太
郎

ア
イ（
船
頭
）　
山
本
　
則
秀

水
波
之
伝

梓
之
出

空
之
祈

落
葉
之
伝

後
見
　
遠
藤
　
和
久

　
　
　 

観
世
　
喜
正

シ
テ（
六
条
御
息
所
の
霊
）  

長
山
　
耕
三

ツ
レ（
照
日
の
巫
女
）　
石
井
　
寛
人

　
　
　
シ
テ（
御
息
所
の
生
霊
）　
佐
久
間
二
郎

ツ
レ（
天
女
）　
金
子
仁
智
翔

ツ
レ（
樵
夫
）　
奥
川
　
恒
成

　  

シ
テ（
樵
翁
・
山
神
）　
坂
　
真
太
郎

         

ツ
レ（
成
経
）　
佐
久
間
二
郎

         

ツ
レ（
康
頼
）　
永
島
　
　
充

　
　          

シ
テ（
俊
寛
僧
都
）　
遠
藤
　
喜
久

ワ
キ（
横
川
小
聖
）　
福
王
　
和
幸

　
能
　
　

俊
　
寛
　

Shunkan

ワ
キ（
赦
免
使
）　
森
　
　
常
好

大
鼓
　
柿
原
　
弘
和    

太
鼓
　
大
川
　
典
良 

小
鼓
　
田
邊
　
恭
資    

笛
　
　
熊
本
俊
太
郎

大
鼓
　
佃
　
良
太
郎    

太
鼓
　
小
寺
真
佐
人 

小
鼓
　
森
澤
　
勇
司    

笛
　
　
藤
田
　
貴
寛

大
鼓
　
安
福
　
光
雄

小
鼓
　
大
倉
源
次
郎

後
見
　
奥
川
　
恒
治

　
　
　
中
森
　
貫
太

　
能
　
　

養
　
老

Yourou

ワ
キ（
大
臣
） 

　
舘
田
　
善
博

 

中
森
健
之
介
　
永
島
　
　
充

地
謡 

桑
田
　
貴
志
　
中
所
　
宜
夫

 

坂
　
真
太
郎
　
遠
藤
　
和
久
　

 

金
子
仁
智
翔
　
鈴
木
　
啓
吾

地
謡 

奥
川
　
恒
成
　
中
森
　
貫
太

 

坂
　
真
太
郎
　
奥
川
　
恒
治
　

 

石
井
　
寛
人
　
佐
久
間
二
郎

地
謡 

中
森
健
之
介
　
鈴
木
　
啓
吾

 

長
山
　
耕
三
　
永
島
　
　
充
　

 

石
井
　
寛
人
　
長
山
　
耕
三

地
謡 

中
森
健
之
介
　
奥
川
　
恒
治

 

桑
田
　
貴
志
　
小
島
　
英
明
　

 

弓
八
幡 

桑
田
　
貴
志

　 

俊
成
忠
度 

小
島
　
英
明

 

杜
　
若 

観
世
　
喜
之 

 

班
　
女 

中
所
　
宜
夫

 

天
　
鼓 

鈴
木
　
啓
吾 

 

金
子
仁
智
翔

 

中
森
　
貫
太

地
謡 

駒
瀬
　
直
也

 

奥
川
　
恒
成

野
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晩
秋
の
嵯
峨
野
。「
野
宮
」と
は
、伊
勢
の
斎
宮
が
潔
斎
を
お
こ
な
う
聖
域
で

あ
る
。こ
の
地
を
訪
れ
た
僧（
ワ
キ
）は
一
人
の
女（
シ
テ
）と
出
会
う
。女
は
、今
日

は
人
知
れ
ず
神
事
を
行
な
う
ゆ
え
、立
ち
去
っ
て
ほ
し
い
と
僧
に
告
げ
る
。僧
が

理
由
を
尋
ね
る
と
、か
つ
て
野
宮
に
籠
も
っ
た
六
条
御
息
所
を
光
源
氏
が
尋
ね

た
日
が
長
月
七
日
の
今
日
に
あ
た
る
と
教
え
、二
人
の
恋
の
経
緯
を
詳
し
く
語

る
と
、自
分
こ
そ
が
御
息
所
の
霊
で
あ
る
こ
と
を
ほ
の
め
か
し
消
え
て
行
く
。

　
や
が
て
、
弔
い
の
経
を
あ
げ
る
僧
の
前
に
現
れ
た
御
息
所
の
亡
霊
（
後
シ

テ
）
は
、
か
つ
て
賀
茂
の
祭
の
際
に
葵
上
の
車
と
争
っ
た
忌
ま
わ
し
き
思
い
出

と
、
な
お
忘
れ
が
た
き
源
氏
へ
の
思
い
を
語
っ
て
み
せ
る
と
、
生
死
の
境
に
出

入
り
す
る
我
が
身
を
恥
じ
つ
つ
消
え
て
行
く
。

　
秋
の
嵯
峨
野
の
も
の
寂
し
き
風
情
を
描
写
す
る
こ
と
で
、
御
息
所
の
源
氏
に

対
す
る
悲
し
き
恋
慕
を
際
立
た
せ
る
。
愛
し
た
男
と
の
決
別
を
誓
い
野
宮
に

籠
っ
た
自
身
を
振
り
返
り
つ
つ
、
そ
の
境
界
と
な
っ
た
神
垣
を
越
え
る
か
越
え

な
い
か
の
狭
間
で
迷
妄
す
る
姿
は
、
殊
に
哀
れ
で
美
し
い
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と
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、
行
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つ
い
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祈
り
伏
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ら
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、
御
息
所
の
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念
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、

一
人
の
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と
し
て
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愛
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狭
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六
条
御
息
所
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押
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な
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思
い
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は
、自
分
の
意
志
を
か
け
離
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恋
の
ラ
イ
バ
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し
め
る
。三
島
由

紀
夫
を
始
め
、多
く
の
劇
作
家
が
題
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と
し
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取
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入
れ
た
、能
の
傑
作
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今
回
の
若
竹
能
は『
心
』を
テ
ー
マ
に
四
つ
の
能
を
上
演
し
ま
す
。

養
老
　

　
雄
略
天
皇
の
御
代
。
美
濃
国
（
現
・
岐
阜
県
）
本
巣
の
郡
に
不
思
議
な
泉
が
湧

き
出
る
と
い
う
話
を
聞
い
た
勅
使
（
ワ
キ
）
は
、
早
速
に
そ
の
地
を
訪
れ
る
。
す

る
と
そ
こ
へ
、
樵
の
老
人
（
前
シ
テ
）
と
若
き
男
（
ツ
レ
）
が
現
れ
る
。
勅
使
が

泉
の
こ
と
に
つ
い
て
二
人
に
尋
ね
る
と
、
老
人
は
か
つ
て
自
身
の
息
子
が
山
中

に
て
泉
を
見
つ
け
、
そ
の
水
を
汲
ん
で
帰
り
老
人
に
飲
ま
せ
た
と
こ
ろ
、
た
ち

ま
ち
心
も
体
も
若
返
っ
た
い
き
さ
つ
を
語
り
、
そ
の
泉
に
か
か
る
滝
水
を
以
後

「
養
老
の
滝
」
と
呼
ぶ
に
至
っ
た
と
語
る
。
そ
の
後
、
二
人
は
勅
使
に
滝
壺
の

在
処
を
教
え
、
薬
の
水
の
徳
を
讃
え
る
。
す
る
と
天
よ
り
花
降
り
音
楽
聞
こ

え
、
楊
柳
観
音(

後
ツ
レ)

と
共
に
山
神
（
後
シ
テ
）
が
現
れ
る
。
や
が
て
山
神
は

颯
爽
た
る
神
の
舞
を
舞
う
と
、
泰
平
の
御
代
を
寿
ぐ
。

　
養
老
の
滝
の
「
孝
子
伝
説
」
を
舞
台
化
し
た
能
。
通
常
、
神
能
で
は
前
シ
テ

が
神
の
化
身
で
あ
る
こ
と
が
多
い
が
、
こ
の
能
で
は
奇
蹟
の
水
を
飲
ん
で
長
寿

と
な
っ
た
老
人
と
い
う
設
定
が
珍
し
い
。
今
回
は
「
水
波
之
伝
」
の
小
書
に
よ

り
、
後
半
の
神
舞
が
一
層
激
し
く
変
化
に
富
ん
だ
も
の
と
な
る
。
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法
勝
寺
の
執
行
で
あ
っ
た
俊
寛
僧
都
は
、
平
家
転
覆
を
は
か
る
「
鹿
ケ
谷

の
陰
謀
」
に
加
担
し
た
罪
で
鬼
界
島
に
流
さ
れ
る
。
や
が
て
中
宮
の
御
産
祈

願
の
た
め
に
恩
赦
が
下
さ
れ
る
と
、
そ
れ
を
受
け
た
赦
免
使
が
鬼
界
島
に
船

を
出
す
。
俊
寛
と
共
に
流
人
と
な
っ
た
康
頼
・
成
経
の
二
人
は
、
自
ら
島
内

に
熊
野
権
現
を
勧
請
し
日
々
の
参
詣
を
怠
ら
な
か
っ
た
。
あ
る
日
の
こ
と
、

二
人
の
前
に
珍
し
く
俊
寛
が
訪
れ
、
桶
に
入
れ
た
清
水
を
酒
に
見
立
て
一
時

の
安
ら
ぎ
を
味
わ
っ
て
い
る
と
、
都
よ
り
赦
免
使
が
来
島
し
、
流
人
の
赦
し

を
告
げ
る
。
喜
ぶ
三
人
。
し
か
し
赦
免
状
に
は
康
頼
・
成
経
の
名
前
の
み
で

俊
寛
の
名
が
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
一
人
赦
さ
れ
ず
絶
海
の
孤
島
に
置
き
去

り
に
さ
れ
る
と
知
っ
た
俊
寛
は
泣
き
叫
び
、
ど
う
か
自
分
も
船
に
乗
せ
て
く

れ
と
懇
願
す
る
が
聞
き
入
れ
て
も
ら
え
ず
、
人
々
は
非
情
に
も
俊
寛
の
み
を

島
に
残
し
去
っ
て
い
く
。

　
「
平
家
物
語
」
を
題
材
に
、
極
限
状
態
に
追
い
込
ま
れ
た
人
間
の
心
情
を

生
々
し
く
描
い
た
名
作
で
あ
る
。

キ
リ

キ
リ

キ
リ

舞
ア
ト


